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合
併
以
降
の
念
願
で

あ
っ
た
青
部
バ
イ
パ
ス
の

最
後
の
難
関
青
部
ト
ン
ネ

ル
が
６
月
19
日
に
貫
通
し

ま
し
た
。
着
工
以
来
９
ケ

月
。
最
初
か
ら
難
工
事
が

予
想
さ
れ
る
工
事
を
、
鴻

池
・
梶
山
共
同
企
業
体

（
５
名
）
と
ト
ン
ネ
ル
掘

削
ス
タ
ッ
フ
（
18
名
）、

残
土
運
搬
・
生
コ
ン
搬
送

等
近
隣
の
工
事
関
係
者
に

よ
り
貫
通
を
迎
え
ま
し
た
。 「

共
同
企
業
体
・

�

山
下
所
長
の
話
」

　

工
事
は
隣
接
す
る
大
井

川
鐵
道
沢
間
ト
ン
ネ
ル
が

あ
る
た
め
に
火
薬
の
使
用

が
出
来
な
い
た
め
、
高
性

能
掘
削
機
に
よ
る
工
法
の

選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
青
部
側
か
ら
の
掘

削
は
ま
れ
に
み
る
硬
質
の

岩
盤
が
は
だ
か
り
一
日
１

メ
ー
ト
ル
と
い
う
状
況
で

し
た
。
全
長
３
２
４
メ
ー

ト
ル
の
内
、
２
０
０
メ
ー

ト
ル
が
こ
の
硬
度
の
岩
盤

で
、
予
想
さ
れ
た
水
の
吹

き
出
し
は
な
く
掘
削
機
の

為
に
は
水
が
少
し
欲
し
い

く
ら
い
で
し
た
。
ま
た
藤

沢
橋
側
１
２
４
メ
ー
ト
ル

は
大
井
川
の
堆
積
地
盤
で

軟
弱
で
崩
れ
や
す
い
為
、

堆
積
地
盤
を
固
め
て
の
掘

削
で
、
こ
れ
ま
た
想
像
以

上
の
大
変
な
仕
事
で
し
た
。

青
部
ト
ン
ネ
ル
貫
通

鴻
池
・
梶
山
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

藤沢橋より貫通写真

トンネル掘削用機械

緑色部分は12月以降の内装工事です。
インバート工事

覆工コンクリート（厚さ30～35）

トンネル掘削工　L＝324ｍ

青部
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「
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

　

現
在
は
ト
ン
ネ
ル
内
の

側
壁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
内
装
覆
工
事
）
や
床
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
（
イ

ン
バ
ー
ト
工
事
）
を
年
内

に
行
い
、
12
月
に
は
ト
ン

ネ
ル
躯
体
工
事
終
了
と
な

り
ま
す
。

①
掘
削　

強
固
な
岩
盤
の

為
に
高
性
能
掘
削
機
を
使

用
し
ま
し
た
。

②
破
砕
し
た
残
土
を
ト
ン

ネ
ル
の
前
ま
で
搬
出
し
、

そ
の
後
残
土
処
理
場
に
運

搬
し
ま
す
。

③
残
土
運
搬
後
、
一
次
吹

付
を
行
い
ま
す
。

④
次
に
、
強
固
な
支
保
工

を
組
み
込
み
ま
す
。

⑤
そ
の
後
、
二
次
吹
付
を

行
い
ま
す
。

⑥
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
打
設
岩

盤
に
ボ
ル
ト
を
入
れ
て
強

固
に
し
ま
す
。

⑦
イ
ン
バ
ー
ト
工
事
（
下

の
丸
み
の
部
分
）
を
行
い

ま
す
。
昔
は
円
形
に
行
っ

て
い
た
の
で
す
が
コ
ス
ト

等
の
関
係
で
こ
の
様
な
形

式
で
す
。
新
東
名
も
こ
の

形
で
す
。

⑧
覆
工
工
事
（
側
壁
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
）
を
行

い
ト
ン
ネ
ル
躯
体
工
事
は

12
月
に
終
了
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
別
途
工
事
で
内

装
工
事
・
車
道
・
歩
道
工

事
を
行
い
完
成
と
な
り
ま

す
。
長
年
の
思
い
が
予
定

通
り
に
進
む
と
、
来
年
４

月
に
は
供
用
開
始
と
な
り

ま
す
。

掘
削
状
況
の
写
真

①掘　削

②ずり出し 

③一次吹付け 

④支保工建込 

⑤二次吹付け 

⑥ロックボルト打設 

⑦インバートコンクリート 

⑧覆工コンクリート 

躯体工事終了 12 月 躯体工事終了 12 月 

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
め
方

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
め
方

元藤川
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平成29年度一般会計補正予算など14件の
� 議案等が上程され、可決（承認）されました。

◎承認第３号　�専決処分した消防団員等公務災害補償条例
の一部改正について

　昨年11月の給与法改正に伴い、消防団員が公務で負傷や死亡した場
合の保障制度の扶養親族加算額及び加算の対象についての改正が４月
１日に施行（３月29日公布）されたことにより基準条例に準じた改正
を専決で行ったものです。

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
６
日
～
23
日
ま
で

の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
日
初
日
に

町
長
か
ら
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
２
件
、
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
１
件
、
専
決
処
分
の
承
認
５
件
、

農
業
委
員
会
等
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
１
件
、

工
事
請
負
契
約
１
件
、
補
正
予
算
２
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
、
15
日
（
２
日
目
）
に
条
例
制
定
議
案
を
除
く
議

案
に
対
す
る
質
疑
・
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、
全
て
の

議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
補
正

予
算
２
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
23
日
の
最
終
日
に
条
例

制
定
議
案
及
び
追
加
上
程
さ
れ
た
議
案
の
採
決
が
行
わ

れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
反
対
討
論
　
鈴
木
多
津
枝

　
本
来
、
社
会
保
障
と
い
う
も
の
は
拡
充

さ
れ
て
当
然
。
今
回
の
改
正
内
容
は
、
消

火
作
業
や
救
出
作
業
な
ど
危
険
な
現
場
へ

駆
け
つ
け
、
命
が
け
の
任
務
を
果
た
す
消

防
団
員
の
万
一
に
備
え
る
遺
族
へ
の
補
償

基
礎
額
を
引
き
下
げ
る
内
容
を
含
み
、
当

局
の
試
算
で
も
、
年
間
２
万
円
余
の
減
額

だ
っ
た
。
地
方
自
治
の
本
旨
は
「
住
民
福

祉
の
増
進
」
で
あ
り
、
消
防
団
員
の
不
利

益
改
定
に
対
し
、
国
が
決
め
た
か
ら
と
議

会
に
も
か
け
ず
に
あ
っ
さ
り
と
専
決
処
分

す
る
こ
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
せ
め

て
不
利
益
改
定
部
分
だ
け
で
も
き
ち
ん
と

議
会
に
か
け
、
決
し
て
国
の
言
い
な
り
で

は
な
く
町
民
を
守
る
立
場
を
示
す
べ
き
。

○
賛
成
討
論
　
中
澤
　
荘
也

　
こ
の
条
例
の
改
正
に
は
、
女
性
の
社
会

進
出
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
で
あ
る
扶
養

手
当
の
見
直
し
が
給
与
法
の
改
正
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
と
い
う
社
会
的
背
景
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
条
例
に
お
け
る
損
害
補
償

の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
額
は
、
非

常
勤
消
防
団
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
お

り
、
基
準
政
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
補
償

基
礎
額
の
加
算
額
お
よ
び
加
算
の
対
象
に

つ
い
て
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
扶
養
手
当

の
支
給
額
及
び
支
給
対
象
を
も
と
に
定
め

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
基
準
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
る
見
直
し
で
あ
り
、
賛
成
と
し

ま
す
。

平成29年
６月定例会
６月６日～23日

地域を守る消防団

その他の専決処分の承認４件は全員賛成で可決されました。
◎町税条例の一部改正
� 軽自動車税等のグリーン化特例の延長など
◎国民健康保険税条例の一部改正� ２割、５割軽減対象拡大
◎職員の給与に関する条例の一部改正
� 政策専門官の設置による等級の見直し等
◎後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
� 過誤納還付金返還
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中川根ごみ処理場・本川根美化センター

解 体 決 ま る ! !

今回の補正は、総額9,031万3千円 の増額で
� 総額66億3,031万3千円 となります。

主な内容

① 中川根ごみ処理場・本川根美化センター解体工事  7,819万2 千円
② いやしの里診療所の診療体制変更に伴う繰出金  628万1 千円
③ 久保尾ヒロヲ高原茶園陥没箇所地質調査経費  300 万円
④ 県道77号（川根寸又峡線）交通整理業務委託料  238万7 千円
⑤ もりのくにコテージ管理棟木製階段修繕工事  185万8 千円
⑥ 林道藤川線災害復旧工事・測量設計  1,700 万円
⑦ 国民健康保険事業特別会計繰出金  3,026万4 千円

平成29年度国民健康保険税の据え置き決定！
� 平成30年度から始まる県と市町の共同運営による国保税引き上げ懸念

長期間休止されていたごみ処理場、今年度解体されることが決まりました。

5



６月15日に議決した議案 中澤 鈴木 森 小籔 中田 山本 芹澤 根岸 野口 坂本 薗田

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について　（上野直子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について　（神谷さつき氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第１号 専決処分した事件の承認について（川根本町税条例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第２号 専決処分した事件の承認について（川根本町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第３号 専決処分した事件の承認について（川根本町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第４号 専決処分した事件の承認について（川根本町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第５号 専決処分した事件の承認について（平成29年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 平成29年度川根本町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 平成29年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月23日に議決した議案

議案第28号 川根本町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 平成29年度川根本町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 平成29年度川根本町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は採決に加わりません。

＜６月定例会　議案審議の結果＞

川
根
本
町
農
業
委
員
会
の
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
審
査
の
内
容

　

平
成
29
年
６
月
６
日
、

第
２
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、

担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。

質
疑
や
回
答
及
び
委
員
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
等
、
協

議
内
容
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
に
な
る
。

	

今
回
の
条
例
制
定
で
、

農
業
委
員
会
の
定
数

は
19
人
に
な
る
と
い
う
こ

と
か
。

	

農
業
委
員
は
、
現
行

17
人
が
６
人
減
の
11

人
、
新
設
さ
れ
る
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
（
以

後
、「
推
進
委
員
」
と
い

う
。）
８
人
を
加
え
て
合

計
19
人
と
な
る
。

　

な
お
、
推
進
委
員
の
法

定
基
準
は
農
地
１
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
１
人
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

	

農
業
委
員
と
推
進
委

員
の
業
務
等
の
違
い

は
。

	

農
業
委
員
は
、
合
議

体
と
し
て
の
意
思
決

定
の
責
任
を
有
し
て
い
る
。

推
進
委
員
は
、
担
当
す
る

区
域
で
農
地
等
の
利
用
最

適
化
を
推
進
す
る
こ
と
が

主
な
業
務
で
、
総
会
等
へ

出
席
し
発
言
す
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
議
決
権
は
な

く
、
農
業
委
員
と
推
進
委

員
が
相
互
に
連
携
し
農
地

利
用
の
最
適
化
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

農
業
委
員
は
推
進
委
員

を
兼
務
す
る

こ
と
が
で
き

な
い
が
、
推

進
委
員
の
業

務
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ

て
い
る
。

	

一
般
公

募
の
委

員
の
選
任
方

法
に
つ
い
て
。

	

一
般
公
募
に
よ
る
委

員
が
多
数
と
な
っ
た

場
合
に
は
審
査
会
を
開
き
、

委
員
の
要
件
に
該
当
し
、

承
認
さ
れ
た
方
を
委
員
と

し
て
選
任
す
る
。
応
募
が

な
い
場
合
に
は
一
般
公
募

に
よ
る
委
員
は
不
在
と
な

る
が
、
利
害
に
関
係
の
な

い
者
を
１
人
は
選
任
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
女
性

や
若
者
の
委
員
を
積
極
的

に
選
任
し
て
い
き
た
い
。

　

第
二
常
任
委
員
会

	

委
員
長　

芹
澤
廣
行

問答

問答問

答

第二常任委員会審査報告
審査日　平成29年６月15日

農業委員、 農地利用最適化推進委員の選任イメージ

市町村長

地域の農業者や農業団体地域の農業者や農業団体

農業委員 農地利用最適化
推進委員

市町村
議会

同意 任命 委嘱

推薦 ・ 公募

農業委員会
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　　　質問の概要を発言順に掲載します

８ページ
野口　直次　議員
川高の全国公募の目的と今後の取り組みは

９ページ
鈴木多津枝　議員
誰もが安心して暮らせるまちづくりを

10ページ
中澤　莊也　議員
若者の定住を促進するには

11ページ
小籔侃一郎　議員
茶園主の情熱と使命感への対応は

Ｑ．観光と商工に関する目玉事業について。� （平成27年12月定例会　質問者：野口直次議員）

Ａ．地方創生総合戦略の一つとして、商工業の活性化と将来的な雇用の増加を図るため、町内に移住定
住し新規事業を興そうとする方に対して企業支援事業を検討したい。観光関係はＩＣＴと利活用し
て町内の「食べる・泊まる・買う・楽しむ見どころ」を、本町を訪れた方にお知らせできる事業を
展開し、きめ細やかな「おもてなし」と町内へ経済波及効果を促したい。

現状 ○�起業者への支援として平成28年度から「起業及び事業継続チャレンジ補助金」を創設し、起業
者や事業の継続・拡大をしようとする方に一定の支援を行っ
ています。

○�ＩＣＴを利活用した観光のおもてなし事業として、
①�観光ポータルサイト運営事業⇒町内の商店・飲食店・旅館・見ど
ころ等を広告掲載し、誘客効果を高めています。
②�デジタルサイネージ設置・運用事業⇒ネットワーク化された電子
看板を千頭駅前に設置し観光ポータルサイト表示、交通情報・写
真機能などを観光客に提供しています。
③�キャンプ場Ｗｉ-Ｆｉネットワーク設置⇒６カ所のキャンプ場で防
災並びに町内観光情報を提供などを行っています。

４
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

６
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

ＩＣＴの活用で千頭駅前に設置された観光案内版

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町

長
な
ど
に
町
の
課
題
や
行
政

全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
案

を
、
年
４
回
開
か
れ
る
定
例

議
会
だ
け
で
行
え
る
大
変
貴

重
な
機
会
で
す
。
政
策
に
生

き
る
議
員
に
と
っ
て
最
も
は

な
や
か
で
意
義
あ
る
発
言
の

場
で
あ
り
、
質
問
す
る
議
員

も
受
け
る
執
行
機
関
も
、
十

分
な
準
備
が
必
要
な
た
め
、

他
の
発
言
と
違
っ
て
通
告
制

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
議

員
必
携
第
５
章
「
発
言
」
よ

り
抜
粋
）。
川
根
本
町
議
会

で
は
、
質
問
時
間
を
１
人
30

分
以
内
と
し
、
行
政
側
の
答

弁
時
間
に
は
制
限
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

６
月
議
会
で
は
傍
聴
者
が

６
人
見
え
、
課
題
の
多
い
当

町
の
今
後
進
む
べ
き
方
向
に

つ
い
て
の
議
論
に
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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一 般
質 問

あの一般質問

一体どうなってるだやぁ～



町
・
商
工
会
・
金
融
機
関

に
よ
る
創
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
織
し
連
携
を

行
っ
て
い
る
。
一
例
と
し

て
、
７
月
に
都
内
に
お
い

て
県
中
部
支
援
局
と
共
に
、

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
に
出

席
し
て
、
町
・
県
の
企
業

誘
致
支
援
制
度
の
説
明
会

を
実
施
し
た
。
ゾ
ー
ホ
ー

ジ
ャ
パ
ン
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
、
第
二
、
第
三
の

企
業
誘
致
に
努
め
る
。

　
　
　

町
外
か
ら
の
通
勤

者
の
動
向
を
伺
い

た
い
。

　
　
　

平
成
27
年
度
の
国

勢
調
査
は
ま
だ
公

表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
22

年
度
は
４
７
４
名
が
町
外

か
ら
通
勤
、
17
年
度
は

３
９
８
名
が
通
勤
し
て
い

る
。
町
内
で
従
業
員
が
約

３
０
０
名
の
事
業
所
で
は

約
25
％
程
度
は
町
外
か
ら

の
通
勤
者
で
あ
り
、
近
年

は
微
増
し
て
い
る
。

質
問

企
画
課
長

一 般
質 問

　
　
　

平
成
30
年
度
川
根

高
校
の
全
国
募
集

の
目
的
、
展
望
に
つ
い
て
。

　
　
　

７
月
下
旬
に
、
県

定
例
教
育
委
員
会

に
お
い
て
公
表
さ
れ
る
要

綱
に
よ
り
実
施
内
容
が
示

さ
れ
る
。
平
成
28
年
12
月

よ
り
川
根
高
校
、
県
教
育

委
員
会
、
町
に
よ
る
川
高

魅
力
推
進
連
絡
会
が
設
置

さ
れ
、
川
高
の
魅
力
化
推

進
と
生
徒
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
の
二
つ
の
観
点
か

ら
を
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

質
問

町
長

　
　
　

全
国
公
募
に
つ
い

て
は
今
の
と
こ
ろ

県
の
方
か
ら
、
町
又
は
川

高
へ
の
支
援
は
聞
い
て
い

な
い
が
、
状
況
を
今
確
認

し
て
い
る
。
今
後
、
川
高

の
在
り
方
を
考
え
る
会
と

言
う
も
の
を
、
町
内
小
学

校
単
位
で
開
催
で
き
な
い

か
と
、
川
高
と
日
程
を
調

整
し
な
が
ら
実
施
に
向
け

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

人
材
育
成
の
中
、

中
高
連
携
の
強
化

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

町
と
し
て
も
公
設

民
営
塾
の
設
置
に

よ
る
学
力
向
上
、
特
別
奨

学
金
制
度
等
の
設
定
及
び

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
と

か
、
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
制
度
等
今
後
も
川
高

の
魅
力
を
進
め
る
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

高
校
進
学
に
限
ら

ず
地
元
の
人
が
、

地
元
に
残
っ
て
、
目
も
輝

く
素
晴
ら
し
い
町
で
あ
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
志
を

持
つ
こ
と
が
こ
の
町
の
発

展
に
繋
が
る
。
そ
う
し
て

皆
で
こ
の
町
の
よ
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
事
も
必
要
だ
と
思

う
。

　
　
　

雇
用
対
策
、
定
住

促
進
か
ら
も
、
新

規
起
業
者
等
へ
の
支
援
策

は
。

　
　
　

前
年
度
実
績
の
起

業
支
援
は
町
外
か

ら
の
転
入
３
件
、
事
業
継

続
支
援
町
内
事
業
者
８
件
、

昨
年
５
月
に
川
根
本
町
創

業
支
援
事
業
計
画
が
経
済

産
業
省
か
ら
認
定
を
受
け
、

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

町
長

質
問

町
長

野口直次 議員

問
川
高
の
全
国
公
募
の
目
的
と
今
後
の
取
り
組
み
は

答
全
国
公
募
が
き
ま
れ
ば
県
と
協
議
す
る

昨年度に増築された南麓寮町内最大の事業所「ケーブルテクニカ㈱」

（中川根工場）
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高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
。
①
低
所
得
者

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
状

況
は
。
②
昨
年
２
割
負
担

に
な
っ
た
人
の
利
用
状
況

と
来
年
３
割
負
担
と
な
る

人
数
は
。
③
免
許
証
返
納

者
や
交
通
弱
者
に
個
人
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
家
用
車
に
よ

る
送
迎
、
大
鐵
乗
車
補
助

取
り
組
み
を
。

　
　
　

①
利
用
は
微
増
。

軽
減
制
度
の
活
用

な
ど
き
め
細
か
く
取
り
組

ん
で
い
る
。
②
２
割
負
担

者
26
名
中
軽
度
者
６
名
が

未
利
用
。
３
割
負
担
者
数

は
予
測
で
き
な
い
。
③
個

人
が
自
家
用
車
で
行
う
無

償
送
迎
に
規
制
は
な
い
が

事
故
賠
償
な
ど
困
難
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
有
償
送
迎
は
一
定

の
手
続
で
可
能
。
交
通
弱

者
支
援
は
今
後
も
担
当
の

垣
根
を
越
え
て
協
議
を
進

め
、
公
共
交
通
会
議
で
も

検
討
し
た
い
。

　
　
　

子
育
て
支
援
の
拡

充
を
。
①
保
育
料

の
２
人
目
半
額
、
３
人
目

以
降
無
料
に
あ
る
所
得	

制
限
を
島
田
市
は
撤
廃
す

る
が
、
当
町
も
撤
廃
を
。	

②
就
学
援
助
金
を
新
学
期

前
支
給
と
し
、
受
給
対
象

所
得
の
提
示
を
。
③
臨
時

職
員
の
時
給
を
千
円
以
上

に
引
き
上
げ
、
若
者
が
結

婚･

子
育
て
で
き
る
待
遇

改
善
を
。

	

①
当
町
の
保
育

料
は
国
上
限
の
６

割
程
度
で
適
当
。
今
後
も

国
の
制
度
内
で
保
育
所
運

営
委
員
会
の
意
見
を
聞
い

て
決
め
る
。
②
現
在
７
月

支
給
と
し
て
い
る
が
、
４

月
支
給
に
向
け
協
議
し
た

い
。
③
現
在
臨
時
職
員
78

名
。
最
低
賃
金
を
基
本
に

近
隣
市
町
や
町
内
事
業
所

を
参
考
に
待
遇
改
善
に
努

め
る
。
今
年
度
か
ら
専
門

資
格
な
ど
の
要
件
で
14
人

を
正
職
員
に
準
じ
る
待
遇

質
問

町
長

質
問

町
長

の
嘱
託
職
員
と
し
た
。

　
　
　

大
鐵
の
完
全
子
会

社
化
に
つ
い
て
。

①
株
主
優
待
廃
止
後
の
通

学
定
期
割
引
を
。
②
乗
車

運
賃
補
助
で
利
用
促
進
を
。

③
個
人
株
主
へ
の
説
明
や

存
続
要
望
を
。

　
　
　

①
正
規
の
定
期
に

な
る
と
大
鐵
の
収

入
増
が
見
込
ま
れ
る
。
通

学
定
期
の
減
額
を
要
望
し

町
も
補
助
を
検
討
す
る
。

②
住
民
の
運
賃
補
助
は
予

定
し
て
い
な
い
。
再
生
機

構
が
入
っ
て
い
る
中
で
は
収

益
が
見
込
め
な
い
も
の
は

厳
し
い
。
運
賃
補
助
位
で

は
対
応
で
き
な
い
と
考
え

る
。
広
域
的
な
交
通
に
関

し
て
は
、
外
出
支
援
な
ど

を
含
め
た
支
援
の
充
実
に

よ
り
、
町
民
の
利
便
性
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
③
５
月

16
日
の
取
締
役
会
で
承
認

さ
れ
た
。
地
域
密
着
型
の

要
望
書
提
出
は
必
要
と
考

え
る
。
ト
ー
マ
ス
終
了
後

に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

質
問

町
長

鈴木多津枝 議員

問 誰もが安心して暮らせる町づくりを

答 各委員会と協議して支援策を進める

免許証返納者にプレゼント
（町営バス回数券10冊）

電車を待つ高校生（駿河徳山駅）
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一 般
質 問

　
　
　

若
者
定
住
促
進
住

宅
（
若
住
）
の
現

状
と
課
題
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
以
降

16
戸
の
内
７
戸
が

空
き
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

転
入
者
に
対
し
て
の
入
居

要
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
今
後
、

入
居
要
件
に
関
す
る
条
文

内
容
を
見
直
し
、
定
住
促

進
に
繋
が
る
よ
う
条
例
改

正
等
を
行
い
、
空
き
住
居

の
解
消
に
努
め
て
い
き
た

い
。 質

問
町
長

　
　
　

若
者
が
若
住
退
去

後
も
こ
の
町
に
住

み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
支

援
は
。

　
　
　

町
で
は
、
定
住
促

進
住
宅
建
設
事
業

費
補
助
金
等
の
助
成
制
度

と
共
に
空
き
家
バ
ン
ク
の
運

用
と
空
き
家
改
修
事
業
費

補
助
金
に
よ
り
住
環
境
の

整
備
・
提
供
を
支
援
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
そ
の
他
新
し
い
就
労

機
会
の
創
出
を
目
指
し
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘

質
問

町
長

致
と
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
し
、

世
帯
の
配
偶
者
や
子
供
の

就
労
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
で
引
き
続
き
住
み
た
い

町
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
来
て
住
ん
で
い
た
だ

く
、
住
み
続
け
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
宅
地
の
提
供

等
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

移
住
希
望
者
に
対

す
る
支
援
・
取
り

組
み
は
。

　
　
　

町
職
員
が
物
件
紹

介
と
合
わ
せ
て
地

域
の
行
事
等
の
情
報
を
総

合
的
に
案
内
し
て
い
る
。

移
住
と
は
、
自
身
や
家
族

の
生
活
環
境
を
一
新
す
る

極
め
て
重
要
な
決
断
を
要

す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
比
較
的
検
討
し
や

す
い
賃
貸
借
物
件
の
登
録

促
進
、
ま
た
町
内
に
あ
る

空
き
家
等
を
活
用
し
、
一

定
期
間
当
町
に
暮
ら
し
、

生
活
環
境
を
肌
で
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
の
お
楽
し

み
体
験
住
宅
の
整
備
等
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

副
町
長
質
問

町
長

　
　
　

小
規
模
企
業
振
興

条
例
制
定
へ
の
取

組
み
は
。

　
　
　

こ
の
条
例
は
理
念

条
例
で
は
な
く
、

施
策
及
び
実
行
計
画
も
合

わ
せ
て
策
定
し
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
の
で
、
本
町

に
お
い
て
も
施
策
を
充
分

検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

首
都
圏
に
お
け
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
設
置
等
へ
の
支
援
は
。

　
　
　

商
工
会
か
ら
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を

設
置
す
る
と
い
う
具
体
的

な
計
画
を
受
け
て
い
な
い

の
で
、
設
置
が
具
体
化
し

て
か
ら
の
協
議
と
考
え
る
。

質
問

町
長

質
問

町
長

中澤莊也 議員

問
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
に
は

答
宅
地
の
提
供
等
も
考
え
る
必
要
が
あ
る

若者の定住・移住者を呼び込むため、
宅地としての活用は図れないのか。

空き状況の続く若者定住促進住宅

入居資格の見直しを。
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産
地
賞
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

出
品
者
へ
の
金
銭

的
支
援
の
ほ
か
、

資
材
の
貸
与
や
摘
採
・
製

造
作
業
の
支
援
な
ど
、
茶

業
振
興
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
、

行
政
が
認
識
を
共
有
し
、

町
を
挙
げ
て
一
体
と
な
り

日
本
一
の
品
質
を
誇
る
産

地
の
証
し
で
あ
る
産
地
賞

受
賞
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

完
全
子
会
社
化
さ

れ
た
大
鐡
と
町
民

の
利
便
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

大
鐵
か
ら
も
存
続

の
た
め
コ
ス
ト
削

減
及
び
意
思
決
定
の
迅
速

化
の
た
め
に
完
全
子
会
社

質
問

町
長

質
問

町
長

と
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

体
制
で
運
営
を
し
て
い
く
。

地
域
の
為
に
頑
張
る
と
回

答
も
頂
い
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
大
鐡
へ
の

関
わ
り
、
方
向
性

を
伺
う
。

　
　
　

川
根
本
町
と
島
田

市
が
入
っ
て
３
者

で
協
議
会
を
継
続
し
て
、

職
員
を
含
め
幹
事
会
で
対

応
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

事
を
物
申
し
て
い
く
。
高

校
生
の
通
学
費
の
支
援
は

教
育
委
員
会
な
ど
関
係
各

課
と
検
討
協
議
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　

高
度
情
報
基
盤
整

備
交
付
金
事
業
は
、

事
業
完
了
か
ら
お
お
む
ね

５
年
以
内
に
整
備
計
画
に

対
し
て
国
に
事
後
評
価
を

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

質
問

町
長

質
問

い
が
、
３
年
目
の
現
況
の

検
証
も
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　

５
月
末
現
在
で
や

ま
せ
み
ネ
ッ
ト
加

入
者
が
５
１
８
件
、
か
わ

ね
フ
ォ
ン
加
入
台
数
二
千

七
百
二
十
台
、
Ｉ
Ｐ
電
話

加
入
者
が
60
件
で
す
。

　
　
　

遠
隔
診
療
ホ
ス
ピ

タ
ル
協
議
会
指
定

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
で
な
い
町
の

光
回
線
が
県
の
ふ
じ
の
く

に
ネ
ッ
ト
に
接
続
出
来
て

運
営
が
向
上
す
る
様
に
今

後
も
継
続
し
て
関
係
機
関

に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
等
今
後
の
展
開

や
希
望
期
待
像
を
伺
う
。

　
　
　

オ
フ
ィ
ス
進
出
を

促
す
セ
ミ
ナ
ー
を

首
都
圏
で
開
催
す
る
計
画

も
あ
る
。
小
中
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

や
各
種
の
Ｉ
Ｔ
講
座
の
開

催
な
ど
、
雇
用
に
生
か
さ

れ
る
活
動
を
進
め
て
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
る
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
町
づ
く
り
の
形
が
創
造

さ
れ
、
地
域
の
課
題
解
決

に
繋
が
っ
て
い
く
と
期
待

し
て
い
る
。

　
　
　

念
願
の
青
部
ト
ン

ネ
ル
も
貫
通
し
、

川
根
本
町
１
期
目
の
成
果

や
思
い
、
そ
し
て
今
後
の

政
治
姿
勢
等
を
伺
う
。

　
　
　

短
い
期
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
議
会
、

職
員
、
ま
た
町
民
の
皆
さ

ん
の
御
後
援
並
び
に
御
協

力
に
よ
り
い
ろ
ん
な
事
業

が
急
激
に
、
劇
的
に
変
化

し
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
ま
だ
ま

だ
出
発
し
た
ば
か
り
で
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
長

健
康
福

祉
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

問 茶園主の情熱と使命感への対応は

答 一体となり産地賞を目指して取り組む

全国茶品評会出品茶園

7/18青部トンネル貫通式の様子

小籔侃一郎 議員

11



町議会
～住みよいまちづくりのために～

シリ
ーズ

　前号では、議会の役割や町長と議会の関係などについて説明しましたが、今回は、議会ではどの
ような会議が行われているのか説明します。

（１）定例会と臨時会
　町議会の会議には、年４回、定期的に開催される「定例
会」と、必要に応じて開かれる「臨時会」があります。
　町長や議員から提案された議案や意見書・請願等を審議
して、町や議会の意思を決定します。
　定例会や臨時会では、はじめに会期（議会の会議を行う
期間）が決められ、原則、その期間中に本会議や委員会を
開いて議案の審議・審査を行っています。

（２）本会議
　本会議は、議員全員で構成され、議会に提出された議案などの可否はすべて本会議で決められ
ます。この本会議を運営するのは「議長」の仕事です。
　本会議は、役場本庁舎３階の議場で、原則午前９時から開かれます。
　傍聴者は、議場のうしろの出入り口から、自由に出入りできます。

（３）委員会
　町民のみなさんの生活に密着した町の仕事は、範囲が非常に広く、内容も複雑化しています。
　そのため、限られた時間で多くの議案を処理しなければならない議会にとって、専門的に調査
できる委員会はとても重要な会議です。
　会議は委員長の許可により傍聴することができます。

①常任委員会（各６名）
　�町から出される政策課題の審査や調査を行う委員会です。
内容によって２つの常任委員会に分けられています。
②議会広報委員会（５名）
　�「議会だより」（年4回）や「速報版」の編集・発行など、
議会で決まったことなどをお知らせする委員会です。
③議会運営委員会（５名）
　�町議会の日程や議会運営に関することなど、町議会全般に
関することを協議・決定します。
④特別委員会
　�町の予算や決算、新しい条例を制定するときなど、特に重
要と思われる議案を審査・調査するときに設置されます。

　平成25年制定の「川根本町議会基本条例」も特別委員会で協議・検討を重ねて制定されました。

（４）全員協議会
　町政の現状や課題等について町執行部の説明や報告を聞いて
協議・調整を行う会議です。また、議会の運営や申し合わせな
どの、議員同士の意思統一の場としても重要な会議です。
　全議員で構成され、議長の許可により傍聴できます。

６月定例会本会議の様子

役場３階大会議室での会議の様子

次号では「本会議」の
流れをご紹介します。
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皆さん、知っていますか?
シリ

ーズ

《久野脇》　佐澤薬師と子持ち石
� “昔からの信仰を今に伝える”

　薬師堂の傍らには、「子持ち石」が祀られており、「参拝しお願い」をすれば子宝に恵まれ、子孫
繁栄のご利益があるといわれ今でも参拝者が絶えません。ちなみに、この石は「さざれ石」です。

　現在の薬師堂は大正十二年（西暦1923年）一月に建てられたものです。もともとの薬師堂は、三
津間集落はずれの山すそにありましたが、戦国時代、武田信玄の軍勢による焼打ちで本尊もろとも
焼失したと伝えられています。その後、慶長九年（西暦1604年）三月、地元住民により、戦火を逃
れるため現在地より二里（約八キロメートル）ほどの山中、萩ノ沢に再興されました。以後、三百
年間ほど萩ノ沢に祀られていましたが、参道も険しく、お参りにも不便なため百年ほど前に現在の
場所に移されました。
　ご本尊「薬師如来」様は大変美男で、お願いをすれば「良縁が叶う」といわれることから、「妻
薬師」とも愛称され、多くの善男善女が参拝に訪れます。

佐澤薬師のひよんどり
例祭日	　毎年一月七日から八日の朝にかけてお祭りが行なわれます。また、六十年に一度、十干

十二支、庚
かの

子
えね

の年（次回2020年）には御開帳の特別大祭が執り行われます。
　　　	　七日の夜、村人たちはこの薬師堂に集まり、村中安全、家内無事を祈願して、老若男女

互いに手を取り、肩を組み、足を踏み鳴らしながら、あかあかと燃え上がるたき火を囲ん
で明け方まで歌い踊り続けたといわれています。この踊りは、古代の「歌垣」「踏歌」の
流れをくんでいるものといわれていますが、現在では、人口減少、高齢化、生活様式の変
化などの影響もあり、踊りもすたれてしまいました。

ご本尊薬師如来坐像佐澤薬師堂

（萩ノ沢に今も残る薬師堂跡地） （子持ち石）
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川根本
町の明日を拓

ひら

く人たち

編
集
後
記

シリ
ーズ

　「かわね来
らいふ

風」は、平成20年、「元気な町にした
い」と熱い思いを抱く町民約15人で立ち上げまし
た。指定管理者となった三ツ星オートキャンプ場
で得た利益の一部を交付金申請の事務費に活用し、
「かわねライフスポーツクラブ」・高齢者配食サー
ビス「ママ宅」・グリーンツーリズムや農家民
宿・川根農産物直送便などの立ち上げを行い、そ
れらを持続して運営できる仕組みづくりをしてい
ます。
　また、おもてなしの店「三ツ星村」や放課後児
童クラブ、生活支援コーディネーター業務も受託
し、子供の成長はもちろん、働くママさん達の応
援、お年寄りに寄り添い幸せな人生だったと思え
る人がどんどん増えていく「豊かなまち」、それ
を農業や観光を活かしたマーケティングで支え続
けることができるまちづくりのお手伝いをこれか
らも仲間とともに考え、実行していきます。

「このまちに住み続けるために今、私たちにできる事」を念頭に、四世代
が幸せに暮らせるまちを目指して活動しています。

ＮＰО法人　「かわね来
らいふ

風」　事務局長　浜谷友子

第３回目は、川根本町で初めてＮＰО法人を立ち上げて、地域活動を仕事として収入を得なが
ら取り組む仕組みをつくって活動している、ＮＰО法人かわね来

ら い ふ

風を紹介します。

　

川
根
高
校
「
留
学
生
」

が
連
携
３
中
学
か
ら
の
生

徒
と
ほ
ぼ
同
数
の
49
人

（
３
学
年
合
わ
せ
て
）
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
度
か

ら
は
全
国
公
募
も
始
ま
り
、

存
続
に
向
け
た
更
な
る
魅

力
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
今
年
、
町
の
広
報
１

月
号
か
ら
７
月
号
ま
で
に

載
っ
た
出
生
数
は
10
人
で

す
。
水
晶
の
玉
の
よ
う
な

赤
ち
ゃ
ん
を
川
根
本
町
は

本
当
に
『
宝
』
と
し
て
守

れ
る
の
か
、
子
育
て
負
担

を
ど
れ
だ
け
軽
減
し
、
こ

の
町
で
子
供
を
生
み
育
て

て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る

町
づ
く
り
を
進
め
る
か
、

人
口
減
少
で
課
題
山
積
の

当
町
の
、
待
っ
た
無
し
の

課
題
で
す
。�

（
鈴
木
）

《
議
会
広
報
委
員
会
》

委
員
長　
　

中
澤　

莊
也

副
委
員
長　

鈴
木
多
津
枝

委　

員　
　

中
田　

隆
幸

　
　
　
　
　

根
岸　

英
一

　
　
　
　
　

坂
本　

政
司

◆ ９月定例会の日程 ◆

○会議会場は役場本庁３階です。
○日程は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（56-2229）までお問い合わせください。

9月1日 金
９：００～ 本会議（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会

9月１３日 水
９：００～ 本会議（定例会・２日目）

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

9月１９日 火 ９：００～ 本会議（定例会・最終日）

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴にお出かけください。

三
ツ
星
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

�

三
ツ
星
祭

農
家
民
宿
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

�（
外
国
人
観
光
客
）
受
け
入
れ
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